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最初で最後ではなかったオンライン大会を振り返って 

 
 大会準備委員会  

山口 洋典 (立命館大学) 

 

 日本グループ・ダイナミックス学会第 68 回大会を、9 月 17 日、18 日の 2 日間にわたり、立命

館大学を主催校として、オンラインにて開催いたしました。第 67 回大会に続くオンライン大会と

させていただきました。ぐるだいニュース第 60 号には、第 67 回大会後記として「最初で最後の

オンライン大会を振り返って」と題した文章が大会準備委員会事務局⻑を担われた帝塚山大学の

谷口淳一先生により寄せられています。ただし、コロナ禍の⻑期化により、早い段階でオンライ

ンでの開催を基軸とした準備を進めていくことといたしました。 

 参加する側も、運営する側も、オンライン開催の学会に慣れてきたところもあり、それが参加

人数や発表件数にどのように影響するのかが気がかりでしたが、結果として 127 名の方に参加登

録をいただき、特別講演 1 件、シンポジウム 2 件（大会実行委員会 1、常任理事会 1）、ワークシ

ョップ 1 件に加え、個人発表は 48 件（ロングスピーチ 4 件、ショートスピーチ 15 件、English 

Session3 件、ポスター発表 26 件［うちインタラクティブあり 8 件］）というプログラムでの実施

となりました。第 67 回大会が 144 名参加・48 件発表であったことを鑑みれば、小さい規模での

開催となりました。その一方で、第 67 回大会での経験を引き継ぎ、確実な運営と、より充実した

交流と交歓がもたらされるよう、工夫をいたしました。 

 大会当日までの運営の工夫については、ぐるだいニュース第 61 号にて既に記させていただいて

いるとおり、準備の過程でオンラインサロンを開催してきたことが挙げられます。具体的には主

に関西を拠点とする理事を中心に組織化した大会準備委員会により、前回大会の終了直後となる

10 月から偶数月の第 2 火曜日の夜、当学会の機関誌「実験社会心理学研究」の読書会の形式にて

対話の場を開いて参りました。各回のテーマ、使用した文献、また文献の解題にあたってお招き

した話題提供者のお名前は再掲いたしませんが、メンバーの固定化による内輪のノリに留まらず、

幅広い方々にご参加いただき、改めてグループ・ダイナミックスという専門領域の魅力を確認す

る機会を創出することができました。その上で、こうしたサロンの開催が、大会への参加や発表

への後押しになっていることを願っているところです。 

 ちなみにプログラム編成にあたっては、まずは「Zoom のみで実施する」という方針を定めるこ

ととしました。第 67 回大会で導入された oVice をはじめ、国際学会では Gather.Town など、前

回大会から 1 年のあいだにメタバースでのコミュニケーションもさらに広がりを見せていた中で

はありましたが、Zoom のみでの実施を選択した、という具合です。その理由は、「新しい技術に

触れる」ことを期待されていた方には参加や発表への意欲を削ぐ可能性も想定される一方で

Zoom の使用には不慣れな方が少ないと見込まれること、対面での開催でされば「1 つのキャンパ

スに集う」ように、1 接続先にアクセスいただいて、一般発表でのパラレルセッションが対面の場

合は隣接部屋に分かれていたように Zoom の「ブレイクアウトルーム」を利用して対応しよう、

ということにいたしました。ただ、大会参加登録をしていないくても参加を会員の皆さんに場を

開かなければならない総会部分は、大会とは別の Zoom ミーティングを設定して実施することと

なりました。 
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写真 1：大会運営の様子 

（左：画面共有で投影した案内、右：大会本部でのオペレーションの様子［発表画面には画像処理済］） 

 

 その他の工夫としては、一般発表の各セッションでは発表と発表のあいだに 5 分のインターバ

ルタイムを設けることにしました。言わば、対話のリレーゾーンを設けることで、一般発表の入

れ替わりをスムーズに行い、かつ、次のセッションに慌ただしく移ることを避けることが狙いで

した。一部で座⻑から「画面共有などがスムーズにできたので、やや間延びした」や「最初はこ

の時間をどう使ったらいいのか、戸惑った」といった声も寄せられましたが、プログラムの進行

と共に参加者の皆さんからも効果的な使い方を見出していただけたようで、この取り組みは比較

的好評をいただけました。また、ショートスピーチと English Session は 1 セッションあたり 3 本、

ロングスピーチは 1 セッションあたり 2 本で構成し、参加者の目の疲れや集中力の維持などにも

配慮したことも、プログラム編成上で工夫した点として記させてください。 

 ここで一般発表以外の内容についても触れておくことにしましょう。まずは大会準備委員会企

画についてです。大会準備委員会企画では、アメリカ合衆国から作家で社会学者の Patricia Leavy

先生を招聘した大会準備委員会企画では、1 号通信でのご案内に加え、前掲のぐるだいニュース

第 61 号でも記したとおり、準備過程でのオンラインサロンでの対話を通じて、ミクロ⇄マクロ、

実験⇄実践、生理学的⇄社会学的、など、対概念として位置づけられる両極をダイナミックに往還

する観点として「ソーシャル・フィクション」を取り上げることとしました。対面開催とは異な

り、同時通訳のレシーバーを人数分用意する必要はなく、Zoom に標準で実装されている「言語通

訳」機能により、特別講演からシンポジウムへとスムーズな流れで行うことができたことを触れ

るに留め、その詳細については鮫島輝美先生による報告に譲らせていただきます。 

 続いて、常任理事会企画では、2018 年から始まったコラボ・リクエスト企画の成果を見つめる

機会となりました。コラボ・リクエストは、文字通り現場から研究者に対して協働への要望を寄

せていただく取り組みで、地域連携や技術移転といった大学の社会貢献に関する幅広い議論にい

ち早く応えたものと捉えられます。その一方で年を重ねるごとにマッチングの成否が明確となっ

てきたことに加え、第 68 回にはリクエストそのものが寄せられないという結果となりました。そ

こで、常任理事会企画として、マッチングが成立した事例と不成立となった事例に加え、コラボ

・リクエストの枠組み以外で産学連携が推進された事例も紹介された上で、コラボ・リクエスト

の発案当時に会⻑を務められた西田公昭先生により「賛助会員 0」な状態を危惧して「アクション

・リサーチの復活」を願って導入されたという背景をお示しいただきました。 
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写真 2：大会内容の一場面 

（左：チャットも活用した準備委員会企画シンポ、右：事前収録の実行委員長・副委員長・事務局長の鼎談） 

 

 この他、大会 1 日目には全プログラム終了後にオンライン懇親会を、大会 2 日目にはランチタ

イム交流会を、さらには両日とも午後のパラレルセッション中には休憩室を設置しました。オン

ライン懇親会には、第 67 回のような「お酒」と「特製お猪口」などの用意はいたしませんでした

が、北村英哉会⻑による乾杯のご発声を皮切りに、前述の常任理事会企画シンポジウムの内容を

さらに掘り下げつつ、2019 年の第 66 回大会での木下富夫先生による特別講演の内容なども引き

合いに出しながら、グループ・ダイナミックスの未来について語り合いました。また、ランチタ

イム交流会では、主催校である立命館大学として、当職が司会・進行役を担う形で大会実行委員

⻑の仲谷善雄学⻑と副委員⻑のサトウタツヤ総合心理学部⻑（ともに日本グループ・ダイナミッ

クス学会正会員）による事前収録した鼎談をご覧いただく機会を設けました。この鼎談は、パラ

レルセッションとあわせて提供させていただいたブレイクアウトルームを用いた休憩室に入られ

た方にも案内させていただくことで、休憩室としてはあまり積極的にご利用はいただけなかった

ものの、オンライン大会ならでは趣向の一つとして受け止めていただけたように捉えています。 

 こうして充実した大会運営が実現したのも、全ての発表者・参加者の方々や既にお名前を挙げ

させていただいた皆さまはもとより、大会担当常任理事の橋本剛先生や広報担当常任理事の藤村

まこと先生をはじめ学会の役員の皆さまのおかげです。また、第 67 回大会での谷口先生ほか皆さ

まの奮闘があってこその第 68 回大会であることは言うまでもなく、転じて第 68 回大会ではクレ

ジット決済の導入可能性の緻密な検討ができなかったこと、また一部で直前に座⻑の交代が発生

したことなど、反省する点もいくつかございます。次回、第 69 回大会は久々の対面での開催を目

途として、高知工科大学の三船恒裕先生のもとで準備が進められて参りますので、今度こそ「コ

ロナ禍での最後のオンライン大会」となったのではないかと見込まれます。何にも増して、滞り

のない準備が進められたのは準備委員を担っていただいた方々、そして 2022 年 1 月 28 日の大会

運営にかかる最初のミーティングを皮切りに参加登録システム（ORSAM）及び Web 抄録集

（ORSAM Portal）を運用いただいた中西印刷の澤田さま、小畑さま、東海さまの貢献があっての

ことであることを記し、謝意を表させていただきます。 
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大会準備委員会企画シンポジウム  

「実験・実践のリアリティと社会のアクチュアリティ  

－再現可能な一般性の発見と個別性からの普遍性の追求のあいだで－」 

 
 

 鮫島 輝美 (関西医科大学) 

 

 今回、大会準備委員会では、パトリシア・レヴィー氏の特別講演「物語の創作力と研究法の刷

新 ソーシャルフィクションの方法」を青写真として、「実験・実践のリアリティと社会のアクチ

ュアリティ」と題したシンポジウムを企画しました。その理由としては、現在のグループ・ダイ

ナミックス学会の現状を踏まえ、これまで多くの研究者を育ててくれた場として、今後もより魅

力的な学会として継続していくために、実験研究や実践研究のあり方について対話的に考える機

会としたいと考えたからです。このような考えに至ったきっかけは、2021 年 60 巻２号に掲載さ

れた矢守克也氏の論文「〈実験社会心理学研究〉に関する研究」でした。私自身は、もともと実践

科学である看護学を専攻してきたため、実践研究を⻑年おこなってきました。そのため、実験研

究にほとんど携わることなく、「実験」について深く考察することがなかったため、非常に刺激を

受けました。この論文では、「実験の概念をより広義なものへと拡張し、実験という手法が本来有

する豊かなポテンシャルをより大きく引き出す方向で、実験社会心理学の領域を再構築すること」

を目指しており、こうした議論をもっと対話的に行ってみたいと考えました。 

 このシンポジウムを企画するにあたって、大会準備委員会が中心となり、2021 年 10 月から２

ヶ月ごとにオンラインサロンを開催し、過去の「実験社会心理学研究」の論文を読み直す機会を

設けてきました（詳細は「ぐるだいニュース第 61 号」参照）。前述した矢守（2021）を第１回で

読み、第２回では、森（2010）、ガーゲン（2009 鮫島・東村訳 2020）、第３回では、矢守・杉

万（1992)、北村（2002）、宮本・渥美・矢守（2012）、第４回では、坂田（1996）、第５回では、

三隅（1971）、サトウ（2003）、第６回では、野波（2022）の論文を取り上げました。普段、自分

だけでは積極的に読むことがない論文に触れ、著者本人にも登壇してもらい、読むだけではわか

らなかった研究に至った背景や問題意識まで知ることができました。そのため、これまでの実践

研究だけでなく、実験研究についても、深く再考する機会となったのでした。 

 このような準備を持って臨んだレヴィー氏の講演の中で、特に心に響いたのは「現在の研究の

あり方はこのままでいいのか？」という問題意識でした。彼女は、これまで伝統的なスタイルの

論文を多く執筆する中で、１つの論文で伝えられることは僅かであり、⻑年にわたって蓄積して

きた知識や洞察、また教育の中で得た経験を発表する場がないと感じていました。また、伝統的

なスタイルの論文の読者は非常に限られており、これらの知見を社会に還元できていない、とい

う思いに至りました。そこから、「Art Based Research（ABR）」と出会い、既存の論文では表現

が難しかった感情に基づいた社会的仕組み、愛情や喪失、グリーフなど、人々の生活の要素を表

現できる方法として見出しました。そして、Art の一つである小説やフィクションを用いて研究

成果を伝達する方法として「ソーシャルフィクション」の発想を得たのでした。 

 ソーシャルフィクションという研究方法を活用することで、多くのストーリが伝達可能になり、

研究者だけでなく一般の人々にもアプローチできたことを、大きな成果として示してしてくれま
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した。そして、フィクションだからこそ、多くの人の共感を呼び、ポジティブな影響を与え、世

界をより良いものに変化させることに貢献できるのではないか、と問いかけてくれました。レヴ

ィー氏の講演は、私たちをこうした新しい研究方法へと誘うものでした。 

それを受けて、鮫島は、即興演劇を活用している教育実践を紹介しました。コロナ禍にあってな

お医療者は非常に厳しい状況に置かれ、社会から求められる理想像は高く、専門職養成課程にお

いても高い専門性の習得が求められています。しかし、実習のように「リアルであればあるほど

よく学べる」わけではなく、返って緊張感を助⻑することもあります。演劇を授業に取り入れる

ことで、リアルからフィクションに至るレンジを調整し、安心して学べる環境を確保することが

できました。また、矢守は、見田宗介氏（2008）の「まなざしの地獄」を例示し、一般性、共通

性といわれる次元と、特異性、個別性といわれる次元をどのように幸せな形でカップリングする

か、また、そのための手法として、ソーシャルフィクション、実験室実験やフィールド研究をど

のように活用できるのかを、これまでの防災研究の成果を用いて提示しました。 

 ３つの発表の共通点として、１）研究において様々な方法を実験的に使用することで、様々な

異なる観点から物事を見られるようになる、２）研究するものを対象化するのではなく、同じ時

代を生きる者として、新しいストーリフォマットで現場の人に語ってもらうことで、過去や未来

をつなぐストーリテリングの力強さを再認識する、ことが挙げられました。その上で、リアルと

フィクション、実験とフィールドというように対立的に考えるのではなく、また、個別的な体験

を超えて、社会的な日常生活をえがき出し、より良い世界を醸成していくために、グループ・ダ

イナミックスはもっと誠実に、かつ大胆に、そして丁寧に研究に取り組んでいく必要があるので

はないか、という気づきが与えられました。 

 今回、このシンポジウムに参加させてもらうことで、自らの実践の中にある「実験的なもの」

や、実験の中にある「実践的なもの」が交差するような視点を得ることができました。同時に、

研究者、大学の教員という日々の実践の中で得られる多くの気づきを、伝統的な論文の形に集約

させる困難さも改めて感じることができました。医療に代表されるように、科学的根拠が「必然」

のように叫ばれる背景には「実験的要素」を排除しきれないからではないでしょうか。例えば、

一人の患者が新しい薬を服用する場合、その薬自体はいくつもの実験過程を経て「安全性」が確

保され、「適量」という妥当性が確保されているもの、として扱われていますが、その患者にとっ

ての「安全な量」やアレルギーの有無、といった点は、服用してみないとわからない、という意

味で「実験的」だからです。 

これからも、グループ・ダイナミックスをより魅力的な学問として伝承していくために、得られ

た知見を社会に還元していくためにも、今後も日々の研究や教育に真摯に取り組みたいと思わさ

れる機会となり、改めてこのような機会を与えていただいたことに感謝いたします。最後に、第

68 回大会だけでなくオンラインサロンにおいても、企画、準備、運営と全てにおいて、影になり

日向になり、支えてくださった立命館大学の山口洋典先生に感謝の意を表します。本当にありが

とうございました。 
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コラボ・リクエスト企画シンポジウム 

 

シンポジウム参加を振り返って 

正木郁太郎（東京女子大学） 

 

 

第 68 回大会では、コラボ・リクエスト企画のシンポ

ジウムに登壇させていただきました。発表者としての

役割もさることながら、一人のオーディエンスとして

も非常に刺激的な場でした。榊様と永合様のお話から

は、現場の問題に即しているからこその「熱」のよう

なものを強く感じました。必ずしも私自身の専門とぴ

ったりはまるわけではないものの、それでも納得感を

持ってお話を伺えたのは、やはり生の「問題」に日々

接しているからこその問題意識がこもっているからこそと思いました。そして西田先生のお話か

らは、コラボ・リクエスト企画にかける想いや、その背後にあるご経験、危機意識などを伺うこ

とができました。私自身にとっても、改めてこうした企画や「社会とかかわること」の大事さを

考え直す機会になりました。また、一つひとつのお話の内容もうなずくことばかりで、翌日から

も走り続ける希望と意欲もいただけたように感じます。 

私の発表は、様々な企業等と連携した研究経験に関する内容でした。「詳しい自己紹介」のよう

になってしまいましたが、このように自分の経験についてお話しする機会はほとんどなく、経験

を振り返る非常に良い機会になりました。私自身、これまでは「学会や学術の未来」のようなこ

とを意識して連携研究に取り組んできたわけでは必ずしもありませんでした。むしろ「たまたま

の出会い」に左右された個人的活動も多く、また「楽しいから」「誰かの役に立てて、求められて

いるから」といった単純なモチベーションで研究を続け、現在に至ります。その意味で、どこま

で皆様のお役に立てるお話ができたのかはとても不安ですが、ご参加された方々にとって何か一

つでもご参考になるものがあれば幸いです。 

発表でもお話しした内容ですが、私はグループ・ダイナミックスや社会心理学の研究には、非

常に根強い現実的なニーズがあると感じます。ただ、同時に「あまり現場の方々に研究を知って

いただけていない」とも強く感じており、現場の方々にとっても、また研究者にとっても、大き

な損をしているように思います。その意味でも、コラボ・リクエスト企画に加えて、学会外部と

積極的に関わるような仕組みづくりや、そういった協働を受け容れる・評価する場づくり、ある

いは単純に「自分の研究について色々な人と話す」といった場が求められているのかもしれませ

ん。 

最後になりましたが、この度はこのような貴重な機会をいただいて、まことにありがとうござ

いました。大会およびシンポジウムを企画・運営いただいた皆様や、発表のお声がけをいただい

た五十嵐先生に、この場を借りて御礼申し上げます。 
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コラボ・リクエストのこれまでとこれから 

常任理事 (渉外担当)  

五十嵐 祐(名古屋大学) 

第 68 回大会では、過去の大会のコラボ・リクエスト企画に参加いただいたクライアントの方々

をお招きし、常任理事会企画シンポジウム「コラボ・リクエストのこれまでとこれから」を開催

しました。榊敏郎様（合同会社 SAT 研究所）には、本企画を通じて発展した共同研究についてお

話しいただき、また永合由美子様（BMDesign 研究所）には、あえてマッチング不成立の事例に

ついてご紹介いただきました。いずれも企業や組織側のニーズをアカデミアにカジュアルに伝え

る場の必要性、さらには異なる風土や文化を超えた相互理解を進めることの重要性が強く感じら

れる発表でした。正木郁太郎先生（東京女子大学）には、ご自身の経験をもとに、さまざまなコ

ラボの事例に通底するもろもろの問題と、アカデミアと現場との連携を実現するうえで重要なマ

インドを、大変わかりやすい形で共有いただきました。指定討論者であり、本企画の発案者であ

る西田公昭先生（立正大学）には、企画そのものの位置づけを超えて、今後の学会運営の方向性、

さらにはグループ・ダイナミックスの研究者としての役割や責任を改めてリマインドいただきま

した。来年度以降も、従来のマッチング形式の企画を含め、さまざまな形で本企画を発展させて

いければと考えています。会員の皆様におかれましても、ぜひご協力のほどお願い申し上げます。 

 

優秀論文賞 

 

機関誌編集委員長 常任理事 

坂田桐子（広島大学） 

今年の優秀論文賞の選考対象論文は，実験社会心理学研究第 61 巻 1 号及び 2 号に掲載された

展望論文 1 編、資料論文 3 編、Short Note 3 編の計 7 編でした。この中から優秀と考えられる論

文 3 編を選び，1 位から 3 位まで順位をつけて，8月31日を締め切りとして編集委員に投票をお

願いしました。論文の著者となっている編集委員を除き，21 名の編集委員から投票が届きました。

規程に従って，1 位票に 3 点，2 位票に 2 点，3 位票に 1 点を与えて集計しました。その結果を

参考資料として，9月16日に優秀論文賞選考委員会を開催して協議した結果，今年は下記 2 編の

論文に優秀論文賞を授与することに決定いたしました。 

 

谷辺哲史先生・唐沢かおり先生 

自動運転による事故とメーカー，ユーザーに対する責任帰属 

（第 61 巻第 1 号，pp. 10-21） 

 

頼政良太先生・宮本匠先生 

日本における災害ボランティアセンターのこれまでとこれから 

―「公」と「民」の対立を乗り越えた先に ― 

（第 61 巻第 2 号，pp. 37-56） 

 

受賞された先生方，おめでとうございます。今後のご研究の益々のご発展をお祈り申し上げます。 
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谷辺哲史 (埼玉県立大学) 

 

このたびは優秀論文賞という栄誉ある賞に選出していた

だき、大変光栄に存じます。選考委員の先生方に心より御

礼申し上げます。 

本研究は、自動運転によって事故が起きたときの責任帰

属を調査したものです。原因帰属と責任帰属の関係、問題

責任（出来事を引き起こしたことの責任）と解決責任（起

きたことに対処する義務）の区別といった社会心理学でこ

れまでに論じられてきた概念を用いて、将来の社会で起こ

りうる問題に対する一般市民の態度を検討しました。調査

の結果、交通事故の原因を人工知能に帰属するほどメーカ

ーやユーザーへの原因帰属も高くなることや、責任の 2 つ

の側面で判断のされ方が異なり、問題責任の帰属はそれぞれの主体（メーカー、ユーザー）への

原因帰属と対応する形で判断される一方で、メーカーの解決責任は人工知能への原因帰属とも関

連することが示されました。架空の出来事に対する態度を検討しているにすぎないという限界は

もちろんありますが、法整備を含めた社会的な対応が求められる問題について、現実の技術の普

及に先駆けて取り組んだ点を評価していただけたのではないかと想像しています。今回の受賞を

励みとして、これからも社会心理学の学術的知見と現実社会の課題を結びつけられる研究を行っ

ていきたいと思います。 

本論文はグルダイ学会の皆様のお力添えによって執筆できました。調査結果の一部は 2019 年

度の第 66 回大会で発表したもので、その場で頂いたご指摘は、研究の内容をわかりやすく記述す

るために大きな助けになりました。また論文の査読の過程では、研究の意義と限界を明確に整理

できるように重要な示唆を頂き、論文の完成度を格段に高めることができました。査読は論文を

審査されるだけでなく、批判を通じて論文をよりよいものにしていく作業であることを実感しま

した。学会で議論してくださった皆様、査読してくださった先生に感謝いたします。今後も先生

方からご指導を賜れますと幸いです。このたびは本当にありがとうございました。 

 

  

谷辺哲史・唐沢かおり (2021).    

自動運転による事故とメーカー，ユーザーに対する責任帰属. 

実験社会心理学研究, 61 (1), 10-21. 

 

優秀論文賞 
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頼政良太 (兵庫県立大学) 

この度は、名誉ある賞に選出いただき、大変光栄です。優秀論文選

考委員の先生方に心から感謝申し上げます。私は、災害時に被災者を

支援する団体の職員として働きながら研究を進めてまいりました。現

場の改善に携わる支援者が自ら研究することで、実践の場がより豊か

になっていくような変化を起こすことや、研究の面でも実践との協働

によって理論が進化していくことを目標にしながら、これまで論文を

執筆してきました。本論文が優秀論文という評価をいただけたという

ことは、実践だけでなく研究面でも少しは貢献ができたのではないか

と感じ、とても嬉しく思います。 

本論文は、阪神・淡路大震災以降に社会に定着した災害ボランティ

アセンターに着目し、その変遷をまとめたものです。ちょうど、新型コロナウイルスによる感染

症が流行しはじめたことで、なかなか現場に行けなくなってしまった時期に、これまで発行され

た報告書などを読んでまとめてみようと思い書き始めたものです。これまでの先行研究では個別

のボランティアセンターに注目したものが多く、これまでの災害ボランティアセンターの歴史に

ついてまとまって記述した論文は多くありません。そこで本論文では、災害ボランティアセンタ

ーの歴史の変遷をまとめた上で、現在抱えている課題を明らかにしようと考えました。 

阪神・淡路大震災では、多くのボランティアが被災地に駆けつけて活動し、社会に大きなイン

パクトを与えました。しかし、災害ボランティアを受け入れるための仕組みが整っていなかった

のも事実です。駆けつけたボランティアが多くて混乱したという言説も見られました。そのため、

ボランティア活動をより効率よくおこなうために災害ボランティアセンターという仕組みが構想

され、さまざまな災害の度により良い仕組みへの試行錯誤が続いてきました。災害ボランティア

が被災地の復興には欠かせない存在となったからこそ、その実践のための仕組みが整えられてき

たのです。しかし、現実には災害ボランティアセンターという仕組みが整ったゆえに、支援の対

象から外れてしまった方に手が差し伸べられないという課題や、画一的な支援しかできないとい

う課題も見られるようになりました。 

その後、災害ボランティアセンターは多様な主体によって担われる場面も増えてきました。こ

れまでは社会福祉協議会が主要な担い手となっていましたが、自治会や商工会、農協なども担い

手となっているケースも見られ、個性的なボランティアセンターが発足するようになってきまし

た。しかし、既存の災害ボランティアセンターとの対立が生まれたり、資金面や人材面での脆弱

性があるために⻑期的な支援につながらなかったりするなど、課題も多く残っています。 

近年は災害が多発しており、ますますボランティアへの期待は高まっています。これまでの災

害ボランティアセンターの課題を見つめ直し、改めてボランティアの可能性を高めていくための

議論のきっかけとなるような論文となれば幸いです。 

頼政良太・宮本匠 (2021).  

日本における災害ボランティアセンターのこれまでとこれから― 

『公』と『民』の対立を乗り越えた先に.  

実験社会心理学研究, 61 (2), 37-56. 

優秀論文賞 
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2022 年度優秀学会発表賞 選考結果のご報告 

 
    2022 年度優秀学会発表賞選考委員長 

                 橋本 剛（静岡大学） 

 

 2022 年 9 月 17 日～18 日に立命館大学主催でオンライン開催された日本グループ・ダイナミッ

クス学会第 68 回大会において、「2022 年度優秀学会発表賞」の選考が行われました。 

 

審査過程は、優秀学会発表賞選考規程に沿って、以下の手順で進められました。 

はじめに、論文集原稿を対象とした事前審査では、部門ごとに理事全員による投票が行われ、

各部門上位 3 位までがノミネート発表として選出されました（ただしショート部門は同順位につ

き 4 発表を選出）。 

当日の二次審査では、理事 3 名の審査者がそれぞれのノミネート発表に参加して、内容とプレ

ゼンテーションを各 5 点で採点しました。 

最終的に、一次審査の投票数（1 票を 1 点とカウント）と二次審査の採点を加算する方法で、

各部門で総合得点が最も高い発表を受賞候補者として、その候補者案について選考委員（理事）

の承認を得て、最終的に受賞者を決定いたしました。 

その結果、今年度の同賞は、以下の発表における第一発表者の方々に授与されることとなりま

した（敬称略）。なお、English Session では 2 名が同点で最高得点でしたので、両名受賞といた

しました。 

 

 

＜ロング・スピーチ部門＞ 

・第一発表者：清水 佑輔（東京大学） 

・発表題目：エイジズムが高齢者に及ぼす影響： 

若者への態度と高齢者の精神的健康に着目して 

・共同発表者：鈴木 雅、畠 由佳子、榊 敏朗 

 

＜ショート・スピーチ部門＞ 

・第一発表者：前田 楓（立教大学） 

・発表題目：インクルーシブ教育に対する認識についての日米英豪比較 

・共同発表者：橋本 博文、佐藤 剛介 

 

＜English Session 部門＞ 

・第一発表者：Yuta Kido (Hokkaido University) 

・発表題目：Coevolution of norm-psychology and cooperation under exapted conformity 

・共同発表者：Masanori Takezawa 
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＜English Session 部門＞ 

・第一発表者：Yui Kato (University of Tokyo) 

・発表題目：How fear of negative evaluation and causal attribution affect paternity leave  

in Japan 

・共同発表者：Yukiko Muramoto 

 

＜ポスター発表部門＞ 

・第一発表者：井奥 智大（大阪大学） 

・発表題目：関係価値は集団的所有権脅威の悪影響を抑制するのか：日韓関係を題材に 

・共同発表者：綿村 英一郎 

 

 

 受賞者の皆様、おめでとうございました。受賞者は、受賞した内容に関する論文を第一著者と

して『実験社会心理学研究』に優先的に投稿する権利を有し、「特集論文」に準じて主査および副

査１名で審査を受けることができます。ただし、投稿の権利は受賞発表日（2022 年 9 月 29 日）

から１年間に限って有効です。 

 

 今年度も昨年度に引き続き、オンライン開催ということで、エントリー、発表資料の用意、当

日のプレゼンテーションに至るまで、難しい部分も多々あったのではないかと思われますが、み

なさまのご協力とご尽力のおかげで、無事に例年通りの形で実施することができました。本賞に

エントリーして下さった発表者の皆様、審査にご協力下さった理事の皆様、そしてオンライン発

表での実施を可能として下さった大会準備委員会の皆様に、心より御礼申し上げます。ありがと

うございました。 
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＜受賞者の声 ロング・スピーチ部門＞ 

 

 

 

 

 

清水 佑輔 (東京大学、日本学術振興会) 

 

この度は名誉ある賞に選出いただき、大変光栄に存じます。

選考委員の先生方、並びに大会当日に貴重なコメントをくだ

さった皆様に心から感謝申し上げます。本研究は、超高齢社

会の日本における大きな課題である「世代間対立」の軽減を

目指す取り組みとして実施致しました。世代間対立を強化す

る要因は勿論沢山あるのですが、社会心理学の研究者として

扱うべき要因の 1 つはエイジズムであると考えています。実

際、高齢者以外の世代の参加者を対象として、エイジズムの

諸相や関連要因について扱った先行研究が数多く蓄積されて

います (ただ、日本は世界有数の⻑寿国である割には、エイジ

ズム研究が不十分だと感じています)。 

一方、エイジズムが高齢者に対して実際にどのような影響を及ぼすのか、そしてそれが世代間

対立にどう結びつくのかに関する研究は乏しいです。よって本研究では、高齢者を対象とした調

査を実施し、高齢者が他世代から向けられるエイジズムを感じる程度と、(1) 生活満足度、(2) 抑

うつ傾向、(3) 若者への態度の関連について検討しました。結果、エイジズムを強く感じている高

齢者ほど、生活満足度が低く、抑うつ傾向が高く、若者への態度が否定的でした。エイジズムに

よって高齢者の精神的健康状態が悪化するだけでなく、若者への態度が否定化するという可能性

が示唆された本研究は、世代間対立の原因について考察するうえで有意義だと考えています。 

 ところで、本研究は日本グループ・ダイナミックス学会第 67 回大会の「コラボリクエスト企画」

をきっかけとした共同研究の成果です。当時修士課程 2 年だった自分は「高齢者の well-being 向

上」を目指す SAT 研究所のオンラインブースにおそるおそる入室してみました。右も左も分から

ぬまま飛び込んだ自分を快く受け入れてくださったことに大変感謝しています。それ以降定期的

に研究討議を重ね、本原稿執筆時 (2022 年 11 月) までに計 3 件の調査を実施致しました。院生

や学部生にとって、自分の研究室以外の場での共同研究に携わることは非常に有意義かつ刺激的

な経験です。学会大会の場で貴重な出会いの機会を頂いたことに心より感謝申し上げると共に、

このような企画が今後も開催されることを願うばかりです。 

 最後になりましたが、研究室外での共同研究活動を快く容認・応援してくださっている指導教

官の唐沢かおり教授にも、この場を借りて感謝申し上げます。外部で学んだ成果を博士論文の執

筆やゼミで活かすことができるよう今後も努力して参りますので、引き続きご指導を賜りますよ

う宜しくお願い致します。 

  

清水佑輔・鈴木雅・畠由佳子・榊敏朗 

エイジズムが高齢者に及ぼす影響：若者への態度と高齢者の精神的健康に着目して 
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＜ショート・スピーチ部門＞ 

 

 

 

 

 

前田 楓 (立教大学) 

 

この度は名誉ある賞を頂戴し、大変光栄に存じます。審査

をしてくださった先生方、発表の際に貴重なご意見をくださ

った先生方に、心より感謝申し上げます。 

私は博士後期課程の 3 年間、様々な調査や実験を通じてイ

ンクルーシブ教育に対する人々の態度に関する研究を続け

てきました。本発表もその成果の一つです。私がインクルー

シブ教育を研究テーマとして取り上げたのは、インクルーシ

ブ教育の理念と教育現場の現状との間に乖離があると考え

たことがきっかけです。実際に、私たちが行ってきた調査研

究によれば、大学生や一般成人、現職の教員、そして障害当

事者も、インクルーシブ教育を望ましい教育と評価しつつ

も、その実現可能性を低く見積もっていることが示唆されています。本発表では、こうしたイン

クルーシブ教育に対する消極的ともいえる態度を「集団主義的」と形容される社会のあり方と結

びつけて分析しています。その結果わかったことは、アメリカ・イギリス・オーストラリアの３

か国の人々との比較において、日本人はやはりインクルーシブ教育に対して消極的である（イン

クルーシブ教育に対する賛成度は３か国と比べて低く、またその実現可能性に関する認識も低い

水準にある）ということです。さらに日本人のみを対象とする追加の調査においても、これまで

と同様にインクルーシブ教育に対する消極的な態度が示され、そしてそうした消極性は、他者一

般への信頼の低さや、自分とは異なる他者への寛容性の低さと関連していました。これらの結果

は、一般的信頼や寛容性の低さをもたらす社会のしくみこそが、日本人のインクルーシブ教育に

対する消極的な態度を形成する可能性を示すものです。 

日本人のインクルーシブ教育への消極性を個々人の心の問題として捉えることは簡単なように

思えますが、そのような理解をしてしまうと、個人の心のあり方を変えようとすることばかりに

終始してしまいます。そうではなく、個々人を取り巻く社会のしくみを変えていく努力も必要で

はないかと私は考えています。もちろん環境や制度を変えることはたやすいことではありません

が、問題を個人に帰属してしまうのではなく、環境を変えることの重要性を調査データに基づい

て提示することには一定の意味があると考えています。これからも、こうした視点でインクルー

シブ教育をはじめとする学校教育現場が抱える課題について調査や実験データをもとに考えてい

ければと思っています。今後とも、ご指導ご鞭撻のほど、何卒宜しくお願いいたします。この度

は、本当にありがとうございました。 

  

前田楓・橋本博文・佐藤剛介 

インクルーシブ教育に対する認識についての日米英豪比較 
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＜受賞者の声 English Session 部門＞ 

 

 

 

 

 

貴堂 雄太 (北海道大学) 

 

この度は名誉ある賞をいただき、大変うれしく思います。選

考委員の先生方、発表の際に貴重なご意見をくださいました

先生方、そしてセッションに足を運び発表をお聞きいただい

た皆さんに厚く御礼申し上げます。 

 今大会の発表では、English Session にて、個々の集団が

持つ社会規範と規範から学習する心の機構の進化により協力

行動が進化する可能性を検討した理論研究を報告させていた

だきました。協力進化の謎を解明しようとする従来の研究の

多くは、「必ず協力するエージェント」や「互恵的な戦略を

とるエージェント」といった遺伝子決定論に依拠する簡易的

なエージェント・モデルを想定してきました。それに対し、

本研究は協力や罰規範、そして多数派の行動といった規範を学習し遵守するエージェントを想定

した点で前提を異にします。つまり、こうした人間の学習能力というマイクロレベルのメカニズ

ムが引き起こすグループ・ダイナミクスから、協力の進化というマクロレベルの現象の理解を試

みた点に独創性があると考えております。検討方法としては、エージェント・ベース・シミュレ

ーションを用いた理論的な方法論であり、グループ・ダイナミックス学会においては「規範から

逸脱した」研究内容であることは承知しておりましたが、上記の理由を鑑み、本大会での発表に

至りました。少しでも新鮮に感じ、興味深く聞いていただけた方がいらっしゃったのなら、喜ば

しい限りです。複雑なダイナミクスを包含する人間社会を解き明かそうとする試みの中で、実証

研究と理論研究が手を携え、補完し合いながら臨むことを一研究者として願っております。 

 初めて本学会に参加させていただきましたが、大変興味深い発表が多く、感銘を受けると同時

に刺激を受けました。その中でも、拙い発表ではございましたが、賞を賜ったことは大変光栄で

す。一方で、今後も研究活動に真摯に取り組まねばと、一層身の引き締まる念に堪えません。本

章を励みにし、当分は試される大地にて、研究活動に勤しみたいと思います。最後になります

が、この研究は多くの方のご助力なしには実現できませんでした。様々なアドバイスをくれた研

究室の先輩はじめ友人たち、そして常日頃ご指導くださる竹澤先生に改めて感謝申し上げたいと

思います。この度は、本当にありがとうございました。 

  

Yuta Kido・Masanori Takezawa 

Coevolution of norm-psychology and cooperation under exapted conformity 
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＜受賞者の声 English Session 部門＞ 

 

 

 

 

 

 加藤由衣(東京大学) 

 

この度は、名誉ある賞をいただき、大変光栄に存じます。

選考委員の先生方、並びに発表の際に貴重なコメントをく

ださったみなさまに心から感謝申し上げます。 

この研究は、日本社会で男性の育休がなぜ広がらないの

か、取得を希望する人がなぜ実際には取得が難しいのかと

いう疑問が発端でした。発表では、男性の育休取得に関し

て多元的無知―集団内の規範を個人は受け入れていないに

も関わらず、他の成員は受け入れていると信じている状態

―が現在でも起こっているのか、また原因帰属の視点から、

育休を取得した理由が個人ではなく外的要因に帰属される

ことで、他成員からの否定的評価懸念が下がるのかどうか

検討した結果を報告しました。多元的無知に関しては、男性の育休一般に対して多元的無知が起

こっているという先行研究を再現できただけでなく、取得期間に関しても多元的無知が生じてい

る（他者は自己よりも⻑期間の取得に否定的）と示すことができました。一方、外的要因の効果

については多くの検討の余地があり、限界点が残る中での発表となりました。場面想定法の限界

を感じた部分でもありました。同時に、仮説とは一部異なる結果でしたが、外的要因があるから

といって即ち評価懸念が下がる・育休取得意図が上がるというわけではないという結果が出たこ

とは一つの大きな収穫でした。どのような条件がそろえば、外的要因への帰属によって否定的評

価懸念が下がり取得につながるのか、研究を行う必要があると感じています（もちろん原因帰属

以外の要因も）。 

まだまだ道半ばの研究ではありますが、同世代が（父）親になる人が少しずつ増えている中、

男性の育休取得をテーマに研究を行い、本賞をいただけたことは素直に嬉しく思っております。

学ぶことができる環境に恵まれたことに感謝し、微力ではありますが周りや社会に還元ができる

よう、いただいたコメント・本賞を励みに今後も取り組んでいきたいと思います。 

最後に、本研究の実施にあたっては、村本由紀子先生をはじめとする多くの方にアドバイス・

ご協力いただきました。私事ですが、ICU の学部を卒業し、大学院に入学したばかりの私は研究

室の先輩・先生方の研究や分析方法に圧倒されるばかりでした。こんなにも大学院生がいて、日々

研究をされていることの驚きは今でも鮮明に覚えています。そんな中、優しく時に厳しく指導し

てくださった先生、分析や発表に何度も助言をくださった研究室の先輩・後輩がいなければこの

文章を書くことはありませんでした。改めて感謝を申し上げます。この度は誠にありがとうござ

いました。 

  

Yui Kato・Yukiko Muramoto 

How fear of negative evaluation and causal attribution affect paternity leave in Japan 
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＜ポスター発表部門＞ 

 

 

 

 

 

 

  井奥智大 (大阪大学) 

 

この度は、名誉ある学会発表賞を賜り、ありがとうございま

す。選考いただきました先生方、発表の際にご質問、ご意見いた

だきました先生方に心より感謝申し上げます。  

米国と比べ、東アジアのパートナーである韓国に対して否定

的な反応を日本人はとる傾向にあります。外交に関する世論調

査の結果を見ても、年度によって多少の違いはあるものの、過去

10 年間一貫してこのパターンが認められます。 

韓国に対する日本人の否定的な反応の背後には、どのような

心理が働いているのでしょうか? 人は何かを所有していても、

失う不安や脅威を感じることがあります。集団間の文脈におい

て、このような心理は集団的所有権脅威と呼ばれます。例えば、

韓国が日本領土の所有権を奪おうとすれば、人は脅威を感じる

と考えられます。 

もしそうなら、韓国による脅威の悪影響を抑制するものは何でしょうか? 韓国との関係価値を

高く見積もっていれば、その悪影響を抑制できるかもしれません。仲直りの研究において、相手

との関係価値を高く見積もっていると、霊⻑類は相手を赦しやすいことがわかっているからです。

ただし、関係価値を高く見積もっていることが逆効果になるとも考えられます。韓国との関係価

値を高く見積もっているからこそ、脅威に晒されると、人は韓国に裏切られたと感じるからです。 

本研究では上記 2 つの問いを探求することを目的に、竹島の領有権を題材として架空のシナリ

オを読んでもらい、韓国に対してどのように思うかを問うという方法で研究を行いました。研究

の結果、韓国が日本領土の所有権を奪おうとすれば、人は脅威を感じ、韓国への支援に抵抗感を

示しました。また、韓国との関係価値を高く見積もっている場合、韓国による脅威から人は韓国

への支援により強い抵抗感を示しました。 

これらの結果から、韓国に対する日本人の否定的な反応の背後には集団的所有権脅威が関わっ

ており、また少なくとも短期的には関係価値はその脅威の悪影響を強める可能性があると言えま

す。竹島周辺での韓国側による一方的な行為が報道され、これは韓国に対する支援に抵抗を生む

だけでなく、日本国内の韓国人に対する偏見にもつながるかもしれません。韓国との関係価値を

わかっていれば、それら反応を抑制できると考えられます。しかし、関係価値が短期的には逆説

的な効果をもたらすことも認識しておくことは重要ではないでしょうか。 

 

 

井奥智大・綿村英一郎 

関係価値は集団的所有権脅威の悪影響を抑制するのか：日韓関係を題材に 
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機関誌『実験社会心理学研究』について 

 
編集委員長  坂田桐子 (広島大学) 

副編集委員長 中島健一郎 (広島大学) 

 

 前号のグルダイニュースで特集企画について「早く会員のみなさまにお届けしたい気持ちが強

くなっております」とお伝えしました。下記の通り、その一部が早期公開されております。その

他の論文についても編集作業が進んでおり、そう遠くない時期にみなさまに紹介できる運びです。

お待ちいただいている方々には申し訳ありませんが、もう少しお時間を頂戴できれば幸いです。 

この特集企画を含めて、編集委員会では「論文を評価するのは読者であり、その機会を作るの

が仕事」という精神のもとで作業を進めております。これが可能なのは、ひとえに論文を投稿し

てくださっている会員のみなさまと、審査に協力してくださっている査読者のみなさまのおかげ

です。心よりお礼申し上げます。今後も読者のみなさまの幅広いニーズに応えることを目指し、

多くの論文をお届けできるよう努めていきます。引き続き、実験社会心理学研究をよろしくお願

いいたします。 

 

実験社会心理学研究 2022 年度 62 巻 2 号 ― 掲載予定論文 

(2023 年 3 月発行予定) 

 

原著論文 

■ 杉山高志・矢守克也（早期公開済） 

「Days-After」の視座を用いた防災活動の分析 

■ Keita Suzuki, Yukiko Muramoto（早期公開済） 

“You will never know unless you try hard” :  

Entity theorists who perceive effort as information 

■ 村上幸史 

返事は早い方が良いのか？－携帯メールや LINE における「互酬性仮説」の検証 

■ 宮前良平・大門大朗・渥美公秀 

新型コロナウイルス感染症社会における災害ボランティア排斥言説の検討 

 

特集『新型コロナウイルス感染症（COVID-19）とグループ・ダイナミックス』 

 

原著論文 

■ 矢守克也・松原悠（早期公開済） 

「自粛」のグループ・ダイナミックス 

■ 田戸岡好香・石井国雄・樋口収（早期公開済） 

 新型コロナワクチンの接種が在留外国人に対する態度に及ぼす影響 

― 行動免疫システムの観点から ― 
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■ 清成透子・井上裕香子・松本良恵（早期公開済） 

COVID-19 の身近な感染脅威が予防行動に与える影響 

―日本人大学生を対象とした研究― 

■ 吉澤寛之・松下光次郎・笹竹佑太・酒井 翔・吉田琢哉・浅野良輔 

対人環境が子どもの反社会的傾向の変化に及ぼす影響 

－COVID-19 対策としての⻑期自宅待機前後の縦断的検討－ 

■ 真島理恵・木村多聞 

利他的罰と感染予防規範逸脱者・感染者に対する攻撃との関連の検討 

■ 縄田健悟・大賀哲・藤村まこと 

COVID-19 に関する陰謀信念がもたらす感染防止政策の否定と感染リスク行動 

― 感染リスク軽視の媒介的影響 — 

 

Short Note 

■ Mei Yamagata, Asako Miura（早期公開済） 

Retrospective bias during the COVID-19 pandemic 

 

国際化支援 

常任理事 (渉外担当)  

五十嵐 祐(名古屋大学) 

国際学会発表支援制度について 

2022 年度は、国際学会発表支援制度に関する規程の改正を受けて、対面及びオンラインで開催

される学会の参加費補助についても支援の対象としました。しかしながら、期日までの応募はあ

りませんでした。本制度では、締め切りの時点で発表予定の研究だけではなく、すでに当該年度

に学会発表を行った研究についても支援対象となります。また、他学会の支援制度との重複受給

も可能です。詳細は以下のページをご参照ください。来年度に向けて、ぜひ皆様からのご応募を

お待ちしています。 

関連ページ：http://www.groupdynamics.gr.jp/support.html 

 

研究の国際化支援制度(英文校閲補助)について 

この制度は、本学会会員の研究の国際化を支援するため、会員が自らの研究成果を英文誌に投

稿する際の英文校閲代金の一部を補助するものです。昨年度は 3 名の会員に補助を行いました。

今年度も３月末まで引き続き募集を行っています。応募者の年齢制限はなく、複数論文の校閲費

を合算して申請できます。また、過去に補助を受けた会員の方々も、当該年度以降に改めて申請

することが可能です。詳細は以下のページをご参照ください。ぜひ皆様からのご応募をお待ちし

ています。 

関連ページ：http://www.groupdynamics.gr.jp/support_international.html 

 

  

http://www.groupdynamics.gr.jp/support.html
http://www.groupdynamics.gr.jp/support_international.html
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次期役員の選挙結果について 

 

 選挙管理委員会 事務局長 橋本 剛（静岡大学） 

 

次期役員選挙が完了しました。選挙管理委員のみなさま、ご投票頂いたみなさま、どうもあり

がとうございました。次期役員のみなさま、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

開票作業日時： 12 月 18 日（日）（11:00 より開封作業、途中休憩をはさんで 16:00 まで） 

作業場所  ： 愛知淑徳大学星ヶ丘キャンパス 1 号館 13A 教室 

 

（以下、複数連記はいずれもアルファベット順） 

会⻑ 

坂田桐子 

常任理事 

藤村まこと  橋本 剛  石井敬子  村上史朗  中島健一郎  相馬敏彦 

地区別理事 

     北海道・東北 ： 辻本昌弘  （次点 福野光輝  次々点 森直久） 

     関東  ： 埴田健司  新谷 優 

        （次点 大坪庸介  次々点 村本由紀子） 

     中部  ： 石井敬子  （次点 吉澤寛之  次々点 小川一美） 

     近畿  ： 渥美公秀  矢守克也 

        （次点 橋本博文  次々点 東村（橋本）知子） 

     中国・四国・九州・沖縄： 加藤謙介  中島健一郎 

        （次点 縄田健吾  次々点 樂木章子） 

全国区理事 

藤村まこと 橋本 剛 日比野愛子 宮前良平 宮本 匠 

村上史朗   永田素彦 相馬敏彦 八ッ塚一郎 

（次点 北村英哉  次々点 三浦麻子） 

監査 

唐沢かおり  山口裕幸      （次点 西村太志  次々点 浦光博） 

会⻑指名理事 

橋本博文  三浦麻子  村本由紀子 

 

＜備考＞ 

投票総数：  130 通（有効投票 123 通） 

有効投票地域内訳： 北海道・東北 12 通  関東 30 通  中部 19 通 

近畿 30 通  中国・四国・九州・沖縄 32 通 

※得票同数の場合は、選挙管理委員会による抽選によって決定した 
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【役員選挙日程】 

10 月 3 日（月）：選挙台帳（案）を web 上に掲載 

         この間、選挙台帳（案）異議申立期間 

10 月 24 日（月）：選挙台帳確定 

10 月 24 日（月）～31 日（月）：選挙台帳の作成、校正、印刷 

11 月 14 日（月）：役員選挙（会⻑、理事、監事）の投票用紙、選挙人名簿などの送付 

12 月 9 日（金）：投票締め切り 

12 月 18 日（日）：愛知淑徳大学星ヶ丘キャンパスにて選挙（会⻑、理事、監査）開票 

12 月 19 日（月）：当選者への当選及び諾否伺い 

12 月 20 日（火）：会⻑へ指名理事の指名依頼 

12 月 22 日（木）：被選出理事への会⻑指名理事の承諾依頼 

12 月 23 日（金）：会⻑指名理事への諾否伺い 

12 月 26 日（月）：新理事への常任理事の選出依頼 

1 月 4 日（水） ：会⻑ならびに被選出常任理事への指名常任理事の選出依頼 

1 月 5 日（木） ：指名常任理事への諾否伺い 

1 月 6 日（金） ：全理事確定 

 

【選挙管理委員会】 

選挙管理委員⻑：小川一美（愛知淑徳大学） 

事務局⻑      ：橋本 剛（静岡大学） 

選挙管理委員  ：坂本 剛（中部大学）、平島太郎（愛知淑徳大学） 

 

事務局からのお知らせ 

常任理事 (学会事務局長) 

尾崎由佳(東洋大学) 

名誉会員の推戴について 

堀毛一也先生を当学会の名誉会員として推戴することにつきまして，2022 年 9 月の理事会にお

いて承認され、本年度総会において推戴式が執り行われました。堀毛一也先生は会⻑ 1 期と常任

理事 1 期を務められました。これまでのご尽力に心から感謝申し上げるとともに、今後もひきつ

づき当学会にお力添えを賜りますこと厚く御礼申し上げます。 

グループ・ダイナミックス事典について 

 日本グループ・ダイナミックス学会が編集する「グループ・ダイナミックス事典」（丸善出版）

の刊行企画について、2022 年 9 月の理事会で承認されました。編集委員⻑は山口裕幸先生（九州

大学）がお務めになります。山口先生を中心に編集幹事会・編集委員会が構成され、このプロジ

ェクトに取り組んでまいります。執筆にあたりましては、ぜひ学会員のみなさまにも広くご協力

いただきたいと願っております。何卒ご協力のほどを宜しくお願い申し上げます。 
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グルダイ学会関係連絡先  

 

本学会では、事務支局を中西印刷株式会社に開設しております。入退会、住所・所属等の変更、

会費納入、機関誌等の未着・メールマガジンなどの配信先の登録・変更・停止等の連絡先として、

事務支局である中西印刷株式会社までご連絡ください。 

また、論文投稿先・審査書類送付先も中西印刷株式会社となっております。詳細は下記をご覧

ください。各種お問い合わせの具体的な連絡先は以下の通りです。 

 

事務務支局【入退会、住所・所属等変更、その他お問い合わせ先】 

日本グループ・ダイナミックス学会 事務支局    

〒 602-8048  京都市上京区下立売通小川東入る  

中西印刷   (株)   学会フォーラム内    

TEL  ： 075-415-3661 FAX  ： 075-415-3662 

E-mail： jgda@nacos.com  

 

学会運営・対外業務関連  

日本グループ・ダイナミックス学会本部事務局 

〒 112-8606  東京都文京区白山 5-28-20 

東洋大学社会学部 尾崎由佳 研究室 

TEL  ： 03-3945-4479   

E-mail： sec-general@groupdynamics.gr.jp 

 

投稿論文・学会誌編集関連【論文投稿先・審査書類送付先】 

日本グループ・ダイナミックス学会 編集事務局 

〒602-8048  京都市上京区下立売通小川東入る  

中西印刷   (株)   営業部編集校正課内    

TEL  ： 075-441-3155   FAX  ： 075-417-2050    

E-mail： jjesp-hen@groupdynamics.gr.jp  

 

広報関連【ぐるだいニュースの編集・記事の投稿、メールマガジンへのニュース記事投稿、 

          新刊案内や研究会案内等のニュース記事、書評、公募情報など】               

〒811-1313 福岡市南区日佐 3-42-1  

福岡女学院大学 藤村まこと 研究室 (広報担当 常任理事)   

              E-mail：office@groupdynamics.gr.jp   

 

mailto:jjesp-hen@groupdynamics.gr.jp
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